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　　　　　　先生の先生の
ふるふるさと情報さと情報

エ
ー
ナの言葉で紹介す

るよ

　
み
ん
な
、
今
月
の
特
集
ペ
ー
ジ
は
見

て
く
れ
た
？
　
恵
那
が
発
酵
郷
と
言
わ

れ
る
理
由
や
、
発
酵
に
携
わ
る
人
た
ち

を
紹
介
し
て
い
た
ね
。
そ
う
そ
う
、
五

平
餅
は
味
噌
、
朴
葉
ず
し
は
酢
で
、
発

酵
食
品
を
使
っ
た
食
べ
物
な
ん
だ
よ
。

実
は
、
発
酵
っ
て
み
ん
な
の
生
活
に
深

く
結
び
つ
い
て
い
る
ん
だ
ね
。
醤
油
や

味
噌
、
日
本
酒
な
ど
の
伝
統
的
な
発
酵

食
品
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
恵
那
で
は
ワ

イ
ン
も
作
ら
れ
て
い
て
、
２
０
２
０
年

に
は
、
恵
那
初
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
誕
生

し
た
ん
だ
っ
て
。
知
ら
な
か
っ
た
ナ
～
。

　
エ
ー
ナ
は
、
発
酵
の
こ
と
を
も
っ
と

知
り
た
く
な
っ
た
か
ら「
発
酵
の
学
校
」

を
受
講
し
て
み
た
ん
だ
ナ
！
　
先
生
は
、

東
京
農
業
大

学
の
小
泉
武

夫
名
誉
教
授

た
ち
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
つ

な
い
で
、
全

12
回
の
講
座

を
通
し
て
発
酵
食
品
の
歴
史
や
正
し
い

知
識
を
勉
強
す
る
よ
。
全
部
の
講
座
を

受
け
る
と
、
発
酵
食
品
ソ
ム
リ
エ
の
資

格
が
取
得
で
き
る
ん
だ
っ
て
。
こ
の
日

は
、
納
豆
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
発
酵
食

品
で
あ
る
テ
ン
ペ
、
塩
麹
、
漬
物
、
乳

酸
菌
の
勉
強
を
し
た
よ
。「
全
国
発
酵

食
品
サ
ミ
ッ
ト
in
え
な
」
が
も
っ
と
楽

し
み
に
な
っ
て
き
た
ん
だ
ナ
。
サ
ミ
ッ

ト
は
、
11
月
25
・
26
日
に
、
恵
那
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
よ
。
小
泉
先

生
の
講
演
会
や

甘
酒
作
り
、
パ

ン
作
り
な
ど
は

申
し
込
み
が
必

要
だ
か
ら
、
期

限
ま
で
に
申
し

込
ん
で
ね
！

　
発
酵
食
品
を
食
べ
る
と
、
免
疫
力
が

上
が
っ
た
り
、
肌
が
ス
ベ
ス
ベ
に
な
っ

た
り
す
る
効
果
が
あ
る
よ
。
み
ん
な
に

も
積
極
的
に
食
べ
て
ほ
し
い
ん
だ
ナ
！

問
　
農
政
課
（
内
線
３
６
８
）

発
酵
で
健
康
に
な
ろ
う
！

世
界
中
の
発
酵
食
品
を
学
ぶ

世
界
中
の
発
酵
食
品
を
学
ぶ

「
発
酵
の
学
校
」

「
発
酵
の
学
校
」

問 恵那くらしビジネスサポートセンター　恵那市大井町206-5　  26-2266　 info@enalifebizsupport .jp
 営業日　月～土曜日（午前9時～午後5時）　　定休日　日曜日、祝日、年末年始

　
大
正
11
年
11
月
、
世
界
的
に
有
名
な
物

理
学
者
の
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
が
、
ド
イ
ツ
か
ら
来
日
し
ま
し
た
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
日
本
の
自
然
は

も
と
よ
り
、
日
本
人
の
持
つ
「
和
」
の
心

に
大
変
感
動
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
の

時
、
東
京
で
の
接
待
役
を
任
さ
れ
た
の
が
、

物
理
学
者
の
長
岡
半
太
郎
と
、
そ
の
頃
、

東
京
帝
国
大
学
で
植
物
学
の
教
授
と
な
っ

て
い
た
三
好
学
で
し
た
。

　
偉
業
を
遺の

こ

す
人
物
は
、
人
一
倍
の
努
力

家
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
常
人
に
は
な
い
素
質
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
学
に
も
、
他
人
に
は
な
い

優
れ
た
点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
列

挙
し
て
み
る
と
、「
克
明
な
記
録
力
」「
類

い
ま
れ
な
向
上
心
」「
よ
り
高
い
志
」「
あ

く
な
き
探
究
心
」「
卓
越
し
た
語
学
力
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
「
卓
越
し
た
語

学
力
」。
英
語
は
も
と
よ
り
、
漢
語
や
ド

イ
ツ
語
も
深
く
理
解
し
て
い
ま
し
た
。
世

界
で
認
め
ら
れ
た
学
な
の
で
、
も
ち
ろ
ん

英
語
で
の
研
究
論
文
も
多
く
あ
り
ま
す
。

他
に
も
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
た
時
の

「
孤
高
の
植
物
学
者
」

第
七
話 

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

三
宅
勝
義
さ
ん
（
東
野
）

言
葉
や
文
章
は
全
て
ド
イ
ツ
語
で
す
。

　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
接
待
役
が
半
太

郎
で
あ
る
こ
と
は
、
同
じ
物
理
学
者
な
の

で
納
得
で
き
ま
す
が
、
な
ぜ
、
も
う
一
人

の
接
待
役
が
学
な
の
か
。
植
物
学
と
物
理

学
、
同
じ
理
学
で
す
が
分
野
が
全
然
違
い

ま
す
。
思
う
に
、
植
物
学
で
は
な
く
ド
イ

ツ
語
が
堪
能
で
あ
る
た
め
接
待
役
に
選
ば

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
仮
に
植
物
学
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
人
付
き
合
い
の
良

い
牧
野
富
太
郎
の
方
が
接
待
に
は
向
い
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

　
人
付
き
は
悪
い
が
、
謙
虚
で
控
え
め
な

学
の
接
待
を
受
け
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

は
、
そ
の
姿
に
日
本
人
の
「
和
」
を
感
じ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　食に関係する団体の代表委員が「たべる」をテーマに、健康や食育、
観光、産業振興、地域づくりに関する事業を提案、推進して、人と地
域を元気にするために活動しています。

市たべる推進計画の策定や進捗管理、食に関する事業への提案など、市全体への取り組
みにつなげています。

（（三好学博士顕彰記）三好学博士顕彰記）

恵那ふうど認証事業の構築
市内産の農畜産物を使用する
事業者を「恵那ふうど」とし
て認証する事業。
地消地産の推進
と域内循環の促
進を図ります。

令和5年10月から

学
は
ド
イ
ツ
留
学
後
、東
京
帝
国
大
学
の
教
授
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

全国発酵食品サミット in えな
市内に根付く発酵の食文化を
通して、市民の健康増進や観
光による地域振興を図ります。
□ところ　恵那文化センター

令和5年11月25、26日

こだわりの季節野菜や加工
品などを生産者から直接買
うことができます。
□ところ　市中央図書館前

たべとるマルシェ

毎月第3土曜日

恵那の郷土料理である
栗菓子や五平餅、朴葉
ずしなどを市内外で
PR しています。

恵那の食文化を PR

売り上げアップが難しく悩んでい
る方へ、自分の強みを理解し、PR
する方法や売り上げにつながった
成功事例を伝えます。

ホームページはあるけど効果が上
がらない方や、ホームページを作
成したいがどうしたらいいか分か
らない方へ。

販売促進の個別相談会

11月 27日 ㈪ 相談
無料

Web集客・分析の個別相談会

S
ソ ー ゾ ー

OZO T
トライアル

rial s
ス ペ ー ス

pace ENA（ビジサポ 2 階）【場所】

10月18日 ㈬、11月 29日 ㈬
❶午前10時❷午前11時❸午後２時❹午後3時

各時間1組【定員】

電話か電子メールで「Web の集客と
分析相談の予約」と伝えて申し込む。

【申し込み】

水谷幸
こう

司
じ

氏（マーケティングプランナー）【相談員】

❶午後 1時❷午後２時❸午後3時❹午後4時

S
ソ ー ゾ ー

OZO T
トライアル

rial s
ス ペ ー ス

pace ENA（ビジサポ 2 階）【場所】

各時間1組【定員】

電話か電子メールで「販売促進個別相
談会の予約」と伝えて申し込む。

【申し込み】

兼松祐
ゆう

二
じ

氏（兼松経営㈱代表取締役）【相談員】

SDGsをもっと身近に感じてもらうため、SDGsをもっと身近に感じてもらうため、
１月に発足した「市 SDGs推進協議会」１月に発足した「市 SDGs推進協議会」
加入団体の取り組みを紹介します。加入団体の取り組みを紹介します。

関連するSDGsの目標

ＳＤＧｓの取り組み

市たべる推進協議会

相談
無料

SDGsで未来が変わる   Vol.19 SDGs 推進室（内線 421）SDGs 推進室（内線 421）問

▲わくわく体験満載の 2 日間

▲受講者は 48 人

▲アインシュタイン夫妻を案内
する学（左端）


